
「岐 阜 県 ふ る さ と 教 育 表 彰 」 実 践 報 告 書 

市町村名 下呂市 学 校 名 岐阜県立益田清風高等学校 

校 長 名 中垣内隆夫 対象学年 １・２・３年 人 数 1年72名、2年33名、3年36名 

活 動 名 地域食文化研究（１～３年） 

創作物語（２・３年） 

ふるさと観光案内（２年生） 

ふるさと出前授業（２年生） 

下呂かるた（２年生） 

ふるさとノルディックウォ
ーキング（３年生） 

天領朝市（３年生） 

観光甲子園（２・３年生） 

時間数  1年 2～20時間 

2･3年 20時間 

継続年数 ８ 年 

 
 

題  材 

１ 自然環境（山野・河川・動物・植物・その他） 

[益田川・アジメドジョウ・朴葉・湯ケ峰] 
２ 歴史（出来事・史跡・先人・その他） 

[桜洞城趾、朴葉寿司の食材・調理の歴史・首なし地蔵] 
３ 文化（芸能・芸術・民話・風習・その他）  

[「月ヶ瀬」「おそのと番持石」など地域の民話昔話、朴葉寿司、郷土の観光資源] 
４ 地場産業（農業・水産業・伝統工芸・その他）  

[朴葉寿司の食材研究] 
５ 絆を深め、よりよりふるさとをつくる活動 
 [地域住民への聞き取り調査・調理活動、学習内容の情報発信、観光客との交流 
 地域のインストラクターの活用、地元行事への参加、地域での発表] 

６ その他（                ）    [         ] 

複数年継続 
するための 
工夫改善 

 これまで特に総合学科の地歴科科目を中心とする学習活動を重ねてきたが、今年度

は普通科の地歴科の学習活動でも実践するとともに、教科横断的な学習活動に取り組

むことにより、幅広く「ふるさと教育」を実践することをめざした。 



 １ ねらい 
 本校の教育方針である「地域社会の一員としての責任と役割を自覚し、地域に貢献しようとする態度を育
てる」ため、地域と連携したさまざまな学習活動を実践している。 
 今年度はこれまでの活動に加え、地域の食文化を学習テーマの一つとし、教科横断的な学習活動に取り組
み、幅広く「ふるさと教育」を実践した。 
 
 ２ 活動の概要 
【地域研究】初夏の郷土料理である「朴葉寿司」の取材・調査を通した研究成果をレポート作品や映像作品
にまとめ、発表した。地域文化のオリジナリティを把握するため、県下38校の高校にアンケート調査に協力
していただき、1627件の回答を得ることができた。得られたデータを分析・比較した。研究にあたり、他科
目の授業を連携した活動を進める（例：家庭科での食材調査、商業科でのデータ分析）ことにより、多面的
な考察を実施することができた。 
【社会探究】地域の伝説・昔話を題材にした創作作品を制作した。制作にあたり、地域史料の分析のほか、
現地調査による聞き取りを実施し、地域の地理的・歴史的特徴の理解を深めた。さらに、よりわかりやすい
文章表現の手法、特徴的な場面を表現するイラストの制作、パソコンを使った作品のまとめ方など、多面的
な学習活動を実践した。本年度は特に女性が主人公となっている物語を選択し、オリジナリティあふれる作
品を制作することができた。 
【地理】（①ふるさと観光案内）５月の連休と７月の観光客が多い時期に下呂温泉街で観光案内実習を行
った。事前の学習と現地の下見を重ね、観光客に温泉寺、しらさぎ伝説、湯ケ峰などの下呂温泉の観光資源
を紹介した。地元の生徒でありながら、新しい発見があり、観光客にも喜んでいただける内容となった。（②
ふるさと出前授業）観光甲子園の観光プランを作成した馬瀬中学校にて、観光甲子園の発表と馬瀬地域の少
子高齢化、今後の地域のあり方について、生徒による出前授業を実施した。 
【国語表現】下呂の文化、自然など郷土の魅力をかるたにした。かるたという表現に制約のある中で、いか
にふるさとの魅力を伝えるか、苦労しながら作り上げたかるたとなった。自分のふるさとの文化について再
発見することも多く、実りある作品となった。今後、この作品を活用して地域に生徒の出前授業を実施して
いく予定。 
【ホテル講座】（①ノルディックウォーキング）近年、広がりを見せるノルディックウォーキングを下呂
の街歩きに活用した。地域のインストラクターを招き、ノルディックウォーキングと下呂温泉街にある史跡
巡りについて事前研修を実施した後、実際にストックをもち、生徒自身が学んだ内容を説明した。若者から
高齢者まで楽しめる街歩きについて考えるとともに、普段歩いている地域についてその魅力を実感すること
ができた。（②天領朝市）毎年初夏から秋にかけて毎週金曜日に開催される地域の朝市に参加した。地元で
とれた食材の販売を通じて、下呂の特産品について学ぶとともに、地域を活性化するために取り組む多くの
人たちとの交流を深めることができた。 
【観光ビジネス】授業を通じて観光に関心を持った生徒が有志を募り、下呂市馬瀬の鮎釣りを題材とした観
光プランを作成した。現地取材を通じて、魅力的だがまだ活用の余地のある観光資源とその活用方法を開拓
した。完成した作品については、馬瀬住民、馬瀬中学校で出前発表を行った。 
 
 ３ 地域住民との関わり、地域社会への貢献の様子 
【地域研究】地域での聞き取り調査の実施、調理体験により、地域の歴
史や地域住民の思いを理解し、地域文化を追体験することができた。 
制作作品は各種コンクールに出品し、下記のような評価をいただいた。 
研究内容は学校ＨＰで公開しており、今後作品冊子にまとめる予定であ
る。 
 ・第10回「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト地域文化研究部門［団

体］優秀賞（國學院大學・高校生新聞社主催） 
 ・第８回全国高校生歴史フォーラム 優秀賞（奈良大学・奈良県主催） 
 ・生涯学習視聴覚フォーラム視聴覚作品コンクール 岐阜県 

知事賞（岐阜県社会教育視聴覚連絡協議会主催） 
【社会探究】地域有識者からの史跡や史料の紹介、聞き取り調査を実施しながら地域理解を深め、今後、作
品冊子にまとめ、地域中学校や社会教育施設へ配布する予定である。  
【地理・ホテル講座・観光ビジネス】事前学習で地域の人材を活用しながら、生徒の地域の魅力と活用方
法について学びを深めた。実施した内容については、「総合学科だより」に掲載し、市内中学校に配布、ま
たHPによる閲覧で各取り組み内容を紹介している。また、生徒の作品を活用して地域や中学校での発表、出
前授業を実施した 
 
 ４ 活動による児童生徒の変容（伸長・成長等） 
地域での体験的学習により実感を持ちながら地域理解を深め、地域社会に誇りと自信を持つことができてい

る。今後、他地域との文化比較を進めることにより、地域文化の独自性を明らかにしながら、地域に暮らす自
分たちの姿を明らかにしていきたい。 

 

取材の様子（5月24日萩原町） 


